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工業会の概要

名称 一般社団法人日本農業機械工業会（略称：日農工）

創立 1939年6月2日

1967年2月1日 社団法人に改組

2012年4月1日 一般社団法人に改組

事業概要

当会は、国内の農業機械メーカーで構成する全国組織で、技術・安全・環境対策、
貿易振興、標準化などの活動を行っています。（正会員６7社、賛助会員２社）
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会員企業の代表的な製品

トラクタ トラクタ 田植機 コンバイン

もみ摺り機 乾燥機 刈払機 野菜移植機

野菜収穫機 野菜収穫機 防除機 運搬車両

http://www.canycom.jp/products/series/doboku.html


（出典：農林水産省／生産農業所得統計）

◆農業者の減少
20年間で農家戸数は35％減少、農業就労人口は49％減少

◆農業法人の増加
20年間で農業法人は6.5倍に増加、経営規模の拡大が進展

◆基幹的農業従事者の減少
２０年間で基幹的農業従事者は３１％減少、加えて高齢化が進行（約４割が６５歳以上）

◆農業所得の漸減
農業総産出額は10兆円を割り8兆円台で推移、直近で持ち直しの兆し

（単位：万人）
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基幹的農業従事者の推移

（出典：農林水産省／農林業センサス）

（単位：万戸、万人）

（出典：農林水産省／農林業センサス）
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（出典：農林水産省／農林業センサス）
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１．日本農業の現状

（出典：農林水産省／農林業センサス）
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２．日本農業の課題

高齢化・離農によって、農家が減少 耕作地は担い手農家へ集約

・多数圃場をどう管理するか
・生産コストの削減
・人手不足（人材確保が困難）
・農産物の高付加価値化
・販路開拓

ＩＣＴ・ロボット技術の活用

・農作業の効率アップ
・収量、品質アップ
・技術の伝承
・省力化、軽労化

課題解決の有力手段担い手農家の課題

精密農業(Precision Farming)

担い手農家：農業経営への意欲や能力のある農業者のうち、
農業経営基盤強化促進法にもとづく経営改善計画
の市町村認定を受けた認定農業者など。
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（参考） 政府の「ロボット新戦略」

アクションプラン - 分野別事項③において、「自動走行ト
ラクターの現場実装を実現」と明記された。

３．農機メーカーの取り組み

ロボット農機 （測位情報の活用事例）

■ファームパイロットシリーズ ＜㈱クボタ＞

■ＳＭＡＲＴ ＰＩＬＯＴ ＜ヤンマー㈱＞

■直進アシスト田植機 ＜井関農機㈱＞

（販売開始：2017年12月）

（販売開始：2018年10月予定）

（販売開始：2016年9月以降順次）

Kubota Farm Pilot 2018.mp4
ISEKI_NP80_fix.mp4


＜参考例示＞ファームパイロットシリーズ （㈱クボタ）

（GPS搭載農機の総称）

機種 概要 主な特長

トラクタ 有人監視のもと、無人で自動運転が可能トラクタ ① RTK-GNSS基地局を活用した高精度な無人運転

② 更に作業者１人で、無人機と有人機を使用した２台協調運転が可能

③ オートステアも装備しており搭乗時も作業ストレスが少ない

④ ４台のカメラ、レーザースキャナ、超音波ソナー等による多彩な安全機能

直線曲線の自動操舵が可能なトラクタ ① D-GPSを利用してオートステアリング（自動操舵）が可能

② RTK-GNSS基地局を活用すれば、直線曲線の自動操舵が可能

コンバイン 使用者が搭乗した状態で刈取作業を ① RTK-GNSS基地局を活用し、走行、旋回、刈取部の昇降などを自動制御

自動運転アシストするコンバイン ② 作業時間が最短になるように刈取り経路を計算・作業し、タンクが満杯になると

　　モミ車の位置まで自動的に移動。モミ排出後は自動的に最適経路で復帰。

乗用田植機 直進キープ機能付田植機 ① D-GPSと姿勢計測ユニットを組み合わせた独自制御システムを搭載

② 高精度な自動直進作業を安価に実現

③ 更にD-GPSの位置情報により、設定した株間で植付が可能な「株間キープ機能」、

　　スリップ率を補正し、設定した施肥量を散布できる「施肥量キープ機能」を搭載※

※新モデルのみ

発売開始：2017年6月

発売開始：2016年12月

発売開始：2018年12月

発売開始：

新モデル：2018年9月

旧モデル：2016年9月



＜参考例示＞ＳＭＡＲＴ ＰＩＬＯＴ（ヤンマー）

■枕地まで作業できる「直進モード」
直進だけを自動運転し、旋回は手動のため、
機械が旋回する枕地いっぱいまで作業が可能です。

■自動で作業を行う「オートモード」
事前に設定した経路において、ステアリング（旋回）、
作業機昇降、前進・後進・停止、PTOの入切を自動で行います。

前進・後進・停止を駆使して、
一列ずつ繊蜜に作業。

後進・停止は使わずに前進の
みで作業。旋回時はノーブレー
キなので枕地を荒らさず作業が
可能です。

（販売開始：2018年10月予定）
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精密農業(Precision Farming)

◆ ＫＳＡＳ（クボタ）
◆ スマートアシスト（ヤンマー）
◆ スマートファーマーズサポート（井関農機）

＜参考例示＞ＫＳＡＳ（クボタ）

クボタが2014年6月からサービスを開
始した営農支援システム。
地図情報を活用した圃場管理や農薬・
肥料などの管理、作業記録、作業進捗
管理などをサポート。KSAS対応の農
業機械と連動すると、品質・収量の向
上や機械の順調稼動もサポート。

（測位情報の活用事例）

KSASレイヤーマップ.mp4.mp4
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精密農業(Precision Farming)

◆ ＫＳＡＳ（クボタ）
◆ スマートアシスト（ヤンマー）
◆ スマートファーマーズサポート（井関農機）

＜参考例示＞ スマートアシスト（ヤンマー）

（測位情報の活用事例）

農業機械の
自動運転

センシングによる
データ収集

温度・湿度・水位・水温

作物の生育情報

クラウド（情報の集積）

稼動情報

生育情報
環境情報

独自のロボット技術、商品技術、ＩＣＴを駆使し、超省力、
高品質生産の実現により、農業経営のサポート (サービス開始：2013年7月)

Yanmar_smart_agri.mp4
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精密農業(Precision Farming)

◆ ＫＳＡＳ（クボタ）
◆ スマートアシスト（ヤンマー）
◆ スマートファーマーズサポート（井関農機）

＜参考例示＞
スマートファーマーズサポート（井関農機）

（測位情報の活用事例）

ISEKIスマートファーマーズサポートは、
生産・作業・収穫の計画と実績をクラウ
ドに集計・分析し、農業の経営・生産・
品質の見える化を行い、PDCAのマネ
ジメントで、科学的な農業経営の実現
と収益改善に貢献

・アグリサポートにて衛星からの位置情
報等をタブレット端末に記録
・クラウドを通じてアグリサポートで記録
した情報をスマートファーマーズサポート
と連携して利用

（サービス開始：2014年）
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４．普及に向けた課題

＜政策的な課題・要望＞
・受信機の劇的な低価格化
・準天頂衛星に関する技術課題（収束時間等）の改善や

サービス内容（グロナス対応、L２C信号対応など）の情報開示
・MADOCA方式の実用化に向けたマイルストンの情報開示
・各国通信関連の規制緩和、関連技術の国際標準化

＜農機メーカーの課題＞
・高精度な位置情報からどんな付加価値を農家に提供できるか
・農家はその付加価値にいくら払ってくれるか
・それ以下のコストで機械・サービスを提供できるか

※普及しないと価格が下がらない、下がらないと普及しない
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５．農業分野における準天頂衛星利活用の可能性

（国内 CLAS）

• 独自基地局が不要となるためロボット農機や精密農業アプリな
どの普及拡大が期待される（基本は有人作業）

• 複数の田畑でロボット化された農機が田植えや種まき作業など
をCM単位の精度で行うことも可能（完全無人化）

（海外 MADOCA）東南アジア・オーストラリア

• 国内と同様のサービスを提供することが可能



（参考）世界の人口増加と食料不足問題

◆ 国連は世界人口が2050年に97億人になると予測
◆ FAO(国連食糧農業機関)は人口増加を支えるための食料生産の課題を以下のように指摘

- 世界人口は1961年の31億人が2009年に68億人に増加し、2.2倍になった
- 一方、世界の作物栽培地面積は1961年の13.7億haが2009年に15.3億haにしか増えなかった
- 灌漑農地の拡大、農薬・肥料、機械化により、農業生産を2.5～3倍に増やして人口増加を支えた
- 今後急増する人口によって、2050年の農産物需要は2009年比で70％増加すると予想している
- しかし、灌漑に適した農地は既に開発済みであり、地球全体で見ると農地拡大はあまり望めない
- さらに、複数の国を流れる河川の上流と下流で水利権をめぐる緊張関係が起こっている
- 農薬や肥料は地下水汚染などの環境劣化を引き起こすことが懸念されている
- 地球温暖化により食料生産にプラス影響もあるが干ばつや洪水などのマイナス影響のほうが大きい

・世界の食料不足を解決するは、農業分野の飛躍的な生産性向上が不可欠
単位面積あたりの収量増大 → 高精度測位情報を活用して何ができるか？

人口増加の上位国：インド、ナイジェリア、パキスタン、コンゴ、
エチオピア、タンザニア、米国、インドネシア、ウガンダ

農業生産量（穀物）上位国：中国、米国、インド、ブラジル、ロシア、
インドネシア、フランス、カナダ、ウクライナ、バングラディッシュ
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